
公
共
下
水
道
事
業

の
安
定
し
た
運
営

を
め
ざ
す
べ
く
、

下
水
道
審
議
会
に
諮
問
し
、
下
水
道
使
用
料

の
改
定
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。
今
年
度
の

事
業
と
し
て
、
地
盤
が
軟
弱
な
竹
間
沢
東
地

区
の
、
マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
を
防
止
す
る
た
め

の
工
事
を
実
施
。
第
一
中
継
ポ
ン
プ
場
は
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
耐
震
診
断
を

実
施
。
水
道
事
業
と
し
て
は
、、
竹
間
沢
東

地
区
の
配
水
管
布
設
替
工
事
、
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
浄
水
場
の
配
水
ポ
ン
プ
更
新

工
事
が
完
了
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、「
み
よ

し
グ
リ
ー
ン
サ
ポ

ー
ト
隊
」
と
の
協

働
に
よ
る
平
地
林
管
理
を
推
進
し
、
平
地
林

等
の
緑
地
の
環
境
整
備
と
保
全
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
町
指
定
の
保
存
樹
木
の
枯
枝
等

落
下
事
故
の
防
止
、
道
路
に
面
す
る
保
存
樹

木
の
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。
三
富
新
田
の

ケ
ヤ
キ
並
木
修
景
事
業
で
は
、
生
態
系
に
配

慮
し
な
が
ら
ケ
ヤ
キ
の
若
木
の
植
樹
に
努
め

ま
す
。
上
記
の
施
策
に
加
え
、
さ
い
た
ま
緑

の
ト
ラ
ス
ト
制
度
を
活
用
し
、
平
地
林
の
公

有
地
化
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
昨

年
度
は
、
民
間
企
業
と
賃
貸
借
契
約
を
結
ん

だ
「
自
然
の
森・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
」

を
開
設
し
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
寄
与
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に
着

手
し
、「
自
然
の
森
・
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」

整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。
昨
年
度
は
３
か
所

の
公
園
が
開
設
。
今
年
度
は
、
富
士
塚
土
地

区
画
整
理
地
区
内
に
第
１
号
街
区
公
園
の
設

計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
公
園
や
子
供
広
場

の
遊
具
の
安
全
点
検
や
修
繕
、
清
掃
、
樹
木

剪
定
等
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

大
量
に
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
は
日
々
刻
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
微
小
粒
子
状
物
質(

Ｐ
Ｍ
2.5)

に
よ

る
大
気
汚
染
、
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
に

と
も
な
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、

放
射
性
物
質
へ
の
対
応
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

へ
の
取
組
み
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
複
雑
か
つ
深
刻
な
環
境
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
自
然
環
境
へ
の
負
荷
が

少
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
者
へ
の
補
助
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
再
生

可
能(
太
陽･
風
力･

水
力
な
ど)

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
「
創
エ
ネ
」
と
「
省

エ
ネ
」
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の

研
究
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ

Ｍ
2.5
）
対
策
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
と
連
携

を
図
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
周
知
す
る
と
と
も

に
、
大
気
中
の
濃
度
が
高
く
な
る
と
予
測
さ

れ
る
場
合
の
注
意
喚
起
の
体
制
を
構
築
し
て

行
う
な
ど
、次
回
へ
の
再
申
請
を
も
念
頭
に
、

情
報
発
信
や
啓
発
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
上
田
県
知
事
か
ら
は
「
何
度
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ら
い
い
！
」
と
い
う
言
葉

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
何
度
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
飽
く
な
き
挑
戦
は
、
ま

ち
づ
く
り
に
携
わ
る
上
で
、
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
心
の
持
ち
方
で
あ
り
、
志
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
三
富
新
田
の
農
業
は
、

人
と
自
然
を
、
過
去
と
未
来
を
、
先
進
国
と

途
上
国
を
結
ぶ
、

320
年
の
歳
月
を
超
え
て
先

人
た
ち
が
残
し
、
継
承
し
て
き
た
人
類
の
大

切
な
財
産
で
す
。
私
た
ち
の
使
命
は
、
三
富

新
田
に
お
け
る
持
続
可
能
な
農
業
を
世
界
に

発
信
し
、
守
り
、
そ
し
て
、
後
世
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

み
よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
支
援･･･

「
み
よ
し
野
菜
」
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

で
飽
く
な
き
挑
戦

を
進
め
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
も

引
き
続
き
、
町
内
外
へ
の
情
報
発
信
等
、
メ

デ
ィ
ア
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。「
世
界
一
の
い
も
掘
り
ま
つ
り
」
も
開

催
し
、
み
よ
し
野
菜
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

農
商
工
連
携
６
次
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
…

町
の
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
の
研
究
開

発
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
な
ど
、
６
次

産
業
化
を
支
援
し
ま
す
。
新
た
に
、「
み
よ

し
野
菜
６
次
産
業
創
業
塾
」
を
開
塾
し
、
人

材
の
育
成
・
支
援
を
行
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
に
つ
な
げ
ま
す
。
町
の
農
業
は
、
専

業
農
家
率
、
後
継
者
率
も
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。
し
か
し
、
50
年
、

100
年
後
の
未
来

を
考
え
る
と
、
高
齢
化
、
後
継
者
難
、
耕
作

面
積
の
維
持
困
難
な
ど
の
問
題
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。新
た
に
三
芳
農
業
の
未
来
を
見
据
え
、

「
み
よ
し
農
業
塾
」
を
開
塾
し
ま
す
。
将
来

の
課
題
に
備
え
る
と
と
も
に
、
都
市
住
民
と

の
交
流
の
場
、
自
然
と
の
共
生
等
、
多
種
多

様
な
役
割
の
あ
る
都
市
農
業
を
持
続
発
展
さ

せ
、
新
規
就
農
者
の
育
成
や
地
域
住
民
へ

の
農
業
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
町
は
、

東
京
都
心
か
ら
30
㎞
に
位
置
し
、
気
軽

に
日
常
生
活
と
は
違
う
体
験
や
活
動
が

出
来
る
潜
在
能
力
が
高
い
地
域
で
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
（
情
報
人

口
を
増
や
し
）、
町
に
来
て
体
験
し
て
も

ら
い
（
交
流
人
口
を
増
や
し
）、
皆
さ
ん

に
愛
着
を
持
っ
て
住
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
（
定
住
人
口
を
増
や
し
）
広
報
戦
略
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
広
報
み
よ
し
も
、

県
コ
ン
ク
ー
ル
４
部
門
で
特
選
に
選
ば
れ
、

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
埼
玉
県
推
薦
作
品

と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
魅
力
あ

い
き
ま
す
。
ま
た
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
、

ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環
境
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

て
建
設
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て
お
り
、
ふ

じ
み
野
市
と
の
協
議
の
中
で
、
現
行
の
収
集

･

運
搬
体
制
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
あ
ら

た
め
て
住
民
生
活
に
配
慮
し
た
収
集･

運

搬
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。
町
で
は
、
ク

リ
ー
ン
活
動
や
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
一
方
で
道
路

や
公
園
な
ど
へ
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
犬
の

フ
ン
の
放
置
な
ど
、
公
共
の
場
を
利
用
す
る

人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
を
指
摘
す
る
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
、「(

仮
称)

三
芳
町
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
の
制
定
を

進
め
ま
す
。
増
加
す
る
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ

ル
に
対
応
す
る
た
め
、
専
任
相
談
員
に
よ
る

消
費
生
活
相
談
を
週
４
日
に
拡
充
し
ま
す
。

三
富
新
田
の

世
界
農
業
遺

産
申
請
は
、

農
林
水
産
省
の
専
門
会
議
に
よ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
へ

の
推
薦
は
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。
三
富
新

田
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
の
総
意
に
よ

り
協
議
会
は
継
続
し
、
選
考
結
果
の
検
証
を

飽
く
な
き
挑
戦
は
志
で
あ
る
。

ふ
れ
愛
さ
れ
る
広
報
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
民
間
大

使
を
募
り
、Facebook
やLIN

E

の
活

用
に
よ
り
、
町
の
魅
力
や
情
報
を
広
く
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
自
治
体
連
絡
協
議
会
の
加
盟
自
治
体

が
広
が
る
中
で
、
お
互
い
に
情
報
収
集
や
調

査
研
究
を
行
い
、
研
修
会
や
意
見
交
換
会
を

実
施
し
、
町
の
魅
力
を
創
造
し
地
域
の
内
外

へ
と
広
め
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
町
制

施
行
45
周
年
の
節
目
の
年
と
し
て
様
々
な
事

業
に
「
45
周
年
」
と
い
う
冠
を
つ
け
、「
故

き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
年
に
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
心
は

「
何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ら
い
い
！
」

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
、
未
来
の
ま
ち

づ
く
り
へ
飽
く
な
き
挑
戦
で
す
。

 

―　

三
芳
町
長　

林　

伊
佐
雄　

―

公
園
の
整
備
と

緑
化
の
推
進

安
全
で
安
定
し
た

上
下
水
道
の
整
備

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

ク
リ
ー
ン
な
環
境
を

環
境
と
調
和
し
た

活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

施政方針の全文は町ホーム
ページからご覧いただけます。


